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( 2) ~IcClelland， D.C.の概念
その後，この達成動機という概念に注目したのはMcClelland，D.C.で、あった.
McClelland ， Atkinson， Clark，& Lowell(1953)は，それまでの動機づけ理論が
動物を使った有害刺激やえさや水の欠乏刺激に基づいたものに限られており，













定義は「長期間の熱中j であり ，例えば「医大へ進学しようとするj とか「大
学を卒業しようとするj などの記述があてはまる.
~IcClelland et al.(1953)は，これら 3つの基準に適合する物語が作成された
かどうかによって各個人が持つ達成動機の強さを測定しており ，これらの基準
:1 McCleland et al.(1953)の考える達成動機の概念、を明確に表していると考え
られる.
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こでは達成動機の概念に密接に関わると思われる Mandler& 8arason(1952) 
のテスト不安のモデルを中心として，テスト不安と達成動機との関係を述べる
こととする.
Mandler & 8arason(1952)はテスト不安を図 1・2のように図式化している.
それによると，テスト場面では課題動因(8T)と不安動因(8:¥)という 2つの動因
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とする意欲だと定義され(McClellandet al.， 1953; Atkinson， 1964).達成を目指
す一般的な性質(disposition)(Atkinson， 1964)だとされた.そこでは何を達成と
すべきか.なんのために達成を目指すかという点については基本的に不問であ























































































































響を与えることを明らかにしてきた(例えば， Ames，1992; Dweck，1986). 
これまでの研究で目標志向は大きく 2つに分かれることが知られている.2 
つの目標志向は.学習目標(learninggoal)と成績目標(performancegoal) 
(Dweck，1986; Elliot & Dweck， 1988)，課題関与目標(taskinvolvement goal) 
と自我関与目標(egoinvolvement goal) (0Iichols， 1989)，習熟目標(mastery
goal)と成績目標(performancegoal) (Ames & Archer， 1987，1988)，課題志向学




Ames & .-¥rcher (1988)は， これらの目標志向が習熟目標(masterygoal)と成

















他にも多く見られる(例えば， Covington & Omelich，1984; Harackiewicz & 
Elliot，1993 ;Jagacinski & Nicholls， 1984， 1987).また Carver& Scheier(1981) 
やDiener& Srull(1979)は観衆や評価者がいる条件と一人で課題に集中させる






































































持つ者よりも学習の転移の力が弱し、ことを示した . また ~Ieece ， Blumenfeld. 
& Hoyle (1988)は，成績目標を持つことによって学習方略が暗記などの表面的
























































































としての能力(ability as capacity )を表している(Jagacinski & Nicholls， 
1984 ).弁別的能力概念ば Dweck(1986):こお.:rる固定的知能観に対応する.








































感情の喚起が少なく (Jagacinski & Nicholls， 1984)‘自己を励まナような発言を
し実際に失敗の後では方略を改善して課題成績を上げることがすることがで



































































































































































































l これら 2つのイメージは， r内的イメージ 'internal lmagery) ・外的Jメージ
(external imagery) (Harris & Robinson，1986) j r経験自己イメージ・観

































































いて成績目標を意識させる操作としても使われている (Cal'vel' & 



















予備調査は.大学生 48人(男子 28人.女子 20人)に対して行った.予備調

















低情動の 3水準，あわせて 2X3の6状況，計 33項目を選定した(付録2・1).
本調査





れ Iまったくめてはまるjから f全然あてはまらなし、jまでの 7段階で評定し



























各項目について，明瞭性の評定を「非常に明瞭だj を 7点， rどちらともい
えなし、j を 4点， r全くあいまいだJを 1点として，また想起したイメージが
内的視点イメージ，外的視点イメージの基準にどのくらいあてはまるかの評定

































~1 SD ¥1 SO 
不快情動状況 Oー.13 1. 67 -0.52 2.11 
低情動状況 O. 4.5 1. 83 申1.13 1. 93 







































教室:こ一人遅刻して入ってして 0.30 O. 29 O. 17 
恐ろしい状況から走って逃げている 0.27 O. 29 O. 16 
みんなの前で先生に怒られている O. 08 0.39 * O.15 
駅の階段でつ主ずいて転びそうになった O. 37 O. 27 0.21 
面接の試験を受けている O. 19 O. 27 O. 1 
突然道で警官に声をヵ、けられた O. 10 O. 32 O. 1 
高公的自己意識・低情動状況
横断歩道をゆつくり渡っている O. 10 O. 37 O. 15 
喫茶庖でコーヒーを飲んでいる O. 36 O. 12 O. 15 
子供か，友人に潰れた行動を説明している 0ー.02 0.40 O. 16 
集匝で演技している Oー.06 O. 59 O. 35 
ジョギングをしている O. 30 0.45 O. 29 
高公的自己意識・快的情動状況
商庖街のくじで1等をひき当てた O. 13 O. 39 O. 17 
おばあさんに席をゆずってお礼を言われている O. 22 0.31 O. 15 
新しい服を苛て町を歩いている 0.10 O. 38 O. 16 
運動会の徒競走で一位でゴールする O. 19 0.45 0.2，[ 
教室のみんなに誉め七れている O. 15 O. -10 O. 18 
台上で表彰状をもらっている O. 15 0.46 O. 23 
低公的自己意識・不快情動状況
翌日の試験勉強が全く進まないとき 0.47 O. 19 O. 26 
悪夢を見て目が覚めたとき 0.41 O. 26 O. 23 
大事な書類を無くして部屋の中を探している O. 57 O. 09 0.3:3 
事故にあった.または事故に遭いそうkこなった 0.23 O. 23 O. 10 
高熱を出して寝込んでいる O. 43 O. 38 O. 33 
低公的自己意識・低情動状況
朝起きて歯を磨いている O. 55 O. 30 0.40 
テレビでニュースを見ている 0.48 -0. 11 0.24 
夜，バジャマに着替えている O. 41 O. 1'l O. 19 
水道の前で・石鹸で、手を洗っている 0.46 O. 02 0.21 
机に向かつて日記を占いている O. 38 0.21 O. 19 
低公的自己意識・決的情動状況
とても眠かったときにやっと布団に入った O. 55 O. 30 O. 39 
遠くから久しぶりに電話をかけてきた友人と話している O. 38 O. 20 O. 19 
難しい問題を苦労して角科、た 0.36 O. 23 O. 18 
なくしたと思っていたものを部屋で見つけた O. 52 0.07 O. 28 
布団の上に寝ころんで本を読んでしも O. 35 O. 22 O. 17 
自宅でお風呂に入っている 0.63 O. 0う 0.40 
国有値 4. 1 3. 11 7.22 





己意識ともに，高群が低群よりも高かった( F(1.69)=6.83. pく.05 ; 
F(1，54)=6.98.p<.05) (表 2-4). 
表 2-4特性自己意擦の遣いによる各イメージ得点
明瞭性 内的視点 外的視点 外的視点イメージ
イメージ イメージ 優位位
公的自己意識 M SD ¥1 SO ~1 SO ¥1 so 
高群(n=27) 167.57 2・1.52 1，11. 04 31. 0.12 145. 22 28. ，15 '1. 18 50.1.40 
低群(n=29) 150.76 22.96 139.1.125.02 135. 45 2-1.96 -3.69 44.33 
手ム的自己意識
高群(n=36) 166. 53 22.6・i 1'15.2526.-11 144.25 25.54 lー.00 45.98 









































































































































































































京都市内の 3つの公立小学校の 5，6年生438名(男子 218名.女子 203名.
不明 17名，5年生 230名， 6年生 208名)に調査を行った.5，6年生を対象に
したのは，樋口他(1983)や桜井(1989)，渡辺(1990)などが同様に小学校高学年
を被調査者ィこしており . 比較検討するためであった I 調査にあたって:~.各
クラスに算数と社会についての調査をランダムに割り当てた(算数 7クラメ



































質問紙は A4用紙で， (1)から (4)の1慎に実施された.(5) については担
任の先生に出席番号と項目を書いた一覧表に記入してもらった.
第3節結果































官果期待 α係数=.84) 日 田 5見明率
その気になれば.良い成績を取ることができます 0.'18 0.29 0.08 0.42 
しっ小り授業を間iけl-f.良し、li.文総を取ることができます 0.61 0.11 0.04 0.43 
かんばれli.テストで良い点を取ることができます 0.69 0.06 0ー.04 0.55 
恨気強く勉強すれば，良い成績を取ることができます 0.70 -0.07 -0.05 0.47 
4 生懸命勉強すれば，テストで良い点を取ることができます 0.79 -0.08 -0.01 0.57 
しっかりテスλ勉強をしたら良い点を取るこζかできま「 0.66 0.05 0ー.03 0.-19 
効力期待(α係故=.80)
恨気強く勉強できます 0.01 0.74 -0.04 0.58 
しっかり授業を聞くことができます -0.01 0.71 0.01 0.49 
テスト前に自分で勉強できます 0.08 0.49 -0.06 0.33 
ー生懸命勉強することかできます 0.03 0.83 -0.04 0.76 
無気力感(α 係数=.76) 
授業が難しくつv、ていけません -0.05 0.04 0.68 0.-15 
勉強方法が分からず勉強する気，こなれません 0.11 0ー.06 0.81 0.66 
勉強してもむででと思い，やる気がおきません -0.19 -0.03 0.50 0.38 
テスト前でもなヵ、なヵ、勉強する気にたりません -0.03 -0.33 0.41 0.44 
固fr!直 5.46 1.82 1.15 8.-13 






(4) クラスの学習目標認知尺度 主因子法，パ リマックス回転での因子分析
の結果，固有値 1以上の因子が 6つ抽出されたが‘特に第 1，2因子の固有値
が高かった(第 1因子 3.52，第 2因子 2.63，第 3因子 l.57)ため， 2因子に
制限をして再度因子分析を行った.その際，因子負荷量の独立性が低かったた










成績回開 (α係数ー .74) 日 説明率
先生は P人より良v'成績を取るよう vこJとよく言う O. 51 O. 09 
良い点をもらえるのは少しの人である 0.-19 0.06 
先生は成績やテストのことばかり気にする O. 60 O. 08 
勉強ができないとばかにされる 0.37 -0. 08 
先生は良くできる人ばかりをほめる 0.61 -0. 22 
先生は成績のよい人の名前を言う O. 55 0.00 
先生はよくあなたと他の人をくらべる 0.66 0.00 
習熟目標 (α係数=.66)
先生は勉強に遅れている人がし1るかどうか確かめる O. 05 O. 38 
先生は苦手なものがなくなるように熱心に教える ー0.14 0.62 
知らないことを知ることが勉強であると思われている O. 1 0.46 
少しでち自分のょいところが増えることか目標である O. 02 O. 52 
答えをまちがえることも勉強であると思われている -O.Otl O. '15 
先生!ま誰でもがんばるように思っている O. 1 '1 0.61 
固有値 3. 52 2.63 

















































6. 1 2. -H * * 












































4.4.8 * * 
1.82 + 
2.83 * * 
2.72 * * 
1.68 -


























成績目標 (7 -35) 14.48 
習熟目標 (6-30) 24.30 




























































一ー一一ー-P <. OS .. Pく.01 * Pく.OS *￥ Pく.01 
53 
表 3-4期待・無気力感と得意度，やる気評定との相関
算故 結果期待 効力期待 時気力感
得意度 O. 44* * O. 63* * ー0.61*本
やる気評定 O. 15 * 0.24虫* ー0.'27*車
社会
得意度 0.50 * * 
やる気評定 0.20 * * * pく.05， * * pく.01
4.失敗の努力帰属と期待との関係
0.66 * * 
0.26 * * 
Oー.56本*















































































































































































































































































評価するときには他者比較を使用する (Jagacinski& Nicholls， 1984) t~ めであ
る.
( 3 )スポーツにおける目標志向尺度
Duda & Nicholls(1992). Treasure & Roberts(1994)などを基に，成績目標
と思われる 7項目と習熟目標と思われる 7項目を作成した.質問は Duda& 




















目標志向と競技不安との関係を調べるため， TS~II(Taikyo SpOl't Motivation 
Inventory)(松田他.1981)の下位尺度である T失敗不安 7項目)J r緊張性不安
(7項目) を実施した(付録4・51.失敗に対する末安;士、不適応的動機づけハ





















第i因子成績目標(α ー .88) E 説明率
他の人よりも優れた能力を持てた時だ 0.67 0.15 0.47 
他の人ができないことができた時だ 0.52 0.26 0.34 
他の人より高い順位を取った時だ 0.80 0.06 0.64 
一番になった時だ 0.68 0.04 0.47 
ライバルよりもうまくできた時だ 0.79 0.19 0.65 
他の人を負カ為した時だ 0.83 0.01 0.70 
他の人よりも良い成績を上げた時だ 0.79 0.01 0.62 
第2因子習熟目標(α=.82)
図難を克服した時だ 0.18 0.66 0.47 
技能や能力が向上した時だ 0.13 0.62 0.41 
-一生懸命練習が続けられた時だ -0.05 0.19 0.25 
自分の弱点を克服した時だ 0.04 0.72 0.52 
新しい技能のこつをつかんだ時だ 0.00 0.6:3 0.39 
前よりも高いレベルの能力を持てた時だ‘ 0.25 0.59 0.41 
今までで、きなかったことがで、きるようになった時だ 0.15 0.77 0.62 
固有値 3.90 3.06 6.96 

































0.78 -0.20 0.66 
0.75 -0. 12 0.59 
0.69 -0. 19 0.53 
O. 79-0. 20 O. 68 
-0. 54O. 30 O. 39 
-0. 49O. 23 O. 30
一O.21 0.51 0.31 
-0. 120.75 O. 59 
一0.250.64 0.48 
一O.18 0.75 O. 59 
一0.2'10.52 0.3-1 
3. 1 O 2.40 5. 56 











が高く ‘f練習意欲」と命名した.第 2因子は，r根気がある一根気がなし、J， rム
ラがあるームラがない(逆転項目)Jなど，練習をコンスタン kに続けられるこ





意欲がある一意欲か無い 0.90 -0. 13 O. 68
やる気があるーやる気がない 0.82 -0.05 0.63 
積極性がある 積極主がない 0.71 O. 13 0.63 
ファイ卜があるーファイトがない O. 58 O. 16 O. 49 
自主性がある 自主性がない O. 53 O. 20 0.44 
第2因子練習恨気 (α=.85)
意志が強い一意志が弱い 0.31 O. 53 O. 59 
辛抱強い 辛抱ができない 0.20 O. 53 0.45 
根気強いー根気がない O. 36 0.49 O. 58
計画的た一計画的でない 0.23 0.45 0.39 
ノレーズである ノレーズでない<*) 0.04 ーO.65 O. 39 
むらがあるーむらがない<*) O. 09 時 0.68 O. 39 
いい加減だーいい加減でない(*) O. 04 -0. 70 O. 53 
固有値 6.41 1. 27 7.68 










¥1 SD 得点範r~ 
年齢 20. 23 1.13 
経験年数 6. 27 2. 65 
能力認気』 3. 54 1. 28 ( 1 -7) 
努力影響度 27.85 4.95 ( 7 3 5) 
才能影響度 17.32 3.85 ( 5 2 5) 
成績目標 26. 20 5.53 (7-35) 
習熟目標 28.93 4.03 (;-35) 
内発的動機づけ 15.01 3.12 (4-20) 
継続意志 4. 06 し01 ( 1 -5) 
練習意欲 17.90 3.88 (5-25) 
練習根気 21.06 5. 29 3 5) 
失敗不安 19.69 6.':'3 (;-35) 






























10.79 * * 
0.48 























PM n~(00) pM(n=5S) Pm(n=57 
29.63 27.67 26.51 
17.13 17.10 17.5，1 
15.49 15.84 13.82 
.1 29 4. 10 3. 77 
19.07 18.33 17.21 
22.26 21. 31 20.07 
20.6-1 19. -ti 19. ":6 
19. 67 18. 84 18. 18 
* Pく.05 * * P.01 
pm (n=88) F f.直(3，299)多藍比較
27. 1 6.66 * * P~>Pm， pm 
17.43 0.23 
14.56 5.56 * * P~l ， pM>Pm 
3.89 .1 22 * * P¥l>Pm， pm 
16.66 ï.02 事本 P~l >Pm.pm 
19. 93 3. 83 * P~，I>pm 
19.36 0.95 
18.41 1. 28 
これらの結果を見ると，成績目標，習熟目標とも高いPM群が，習熟目標の
低いPm群.pm群に対して，努力影響度や継続意志，練習意欲が高い.また，
成績目標が低く ， 習熟目標が高い p~I 群も ， 習熟自標の低い群iこ対して内発的
動機づけが高く ‘習熟目標が動機づけを高める傾向が見て取れる.














































































































































































































































































A~1( n;;;・10) 川l(n=90) Am(n;;;47) am(n=63) 
努力終審J変 29.93 28.33 27.49 26.59 
才能影響度 16.55 17.57 17.28 17.68 






* * P<. 01 
4.08 4.38 4.04 3.70 
20.70 18. 18 18.83 15.83 
25.30 20.93 21.26 19.17 
18.90 20.79 19.38 19.21 




10.58 '" '" ;叩.a¥l. Am>am 
5. 96 * * aM>am 
15.08 x両必l>a¥1; :¥.1 a¥l. .¥m>am 
12.0トi￥珂 A¥I>aM.Am， am 
1. 29 



















































































































































気j という 2つの種類があり ，fホットなやる気jが「クールなやる気Jを妨げ
ることを指摘し，プロ野球の主選手の例を挙げている.それによると王選手が
ホームランを打つ時は f無心JIこパットを振るだけであり， rホームランを打っ





























































































































































































































































































































































































































































































































































































手としての心理的成熟の特徴を. a.心身一体感‘ b.自律性.c.習熟目標、 d自己
受容.e.目的の明確化の 5つの下位概念に分け，それぞれを表す項目を計 38項
目作成した(付録 6・1).項目作成にあたっては，自己受容尺度(板津，1989)や
スポ ー ツにおける目標志向尺度 (Duda& i¥icholls， 1992; 抗・easure& 













































I II IV v 共通住
目的の明確化 (α=.82，
自分がなぜスポーツをしているのかその理由が分かっている 0.54 0.39 
スポーツをする目的が明日8・に定支っている 0.53 0.46 
続技を続けているのはあくまで自分の意志である 0.43 O. 3i' 
スポーツを続けていることは自分にとって必要三ことである 0.41 O. 2i 
何のために続技を統げていろのカ‘わかうた:1L、(*) 0ー.80 O. 68 
この支ミスポーツを税:'1ていいのか疑問に感じる(吋 0ー.65 0.43 
何となく続技をl続けていると感じろことがあるい) 0ー.4i 0.45 
!'.l己把出 (α=.80)
自分の能力を正怖に杷侃できていると思う O. 70 0.48 
選手としての向分の氏所や短所を理解している 0.66 0.46 
今の自分にどの隠l支の尖j)があるのかがわかる 0.63 0.39 
現在の自分の制7・や体制を感じとることができる 0.60 0.33 
選手としての自分肉身を'1'1-倒的に見ることができる O. 57 0.36 
自分のやるべき純白が自分て'分かっている O. 57 0.-14 
自flt的i主成志向 (α=.76)
誰に言われなくても自発的に制習に取っ組んでいる O. 62 O. 46 
集中して制42dに取りHl.t. 、ことができる O. 62 0.49 
日々の練習に耳びを感じる O. 53 0.37 
達成したいと思っている具体的な白燥を持っている 0.46 0.34 
自分の可能性を信じて続技を行っている 0.45 0.41 
練習させられていると感じることがあるい) -0.40 0.46 
プラスJ志向(<1=.ii')
試合の結果に対して楽観的に考える方だ 0.62 0.36 
人の評価はほとんど気にな lうない 0.48 0.2i 
訴;合!こ負けたとき巳はついくよくよしてしまう(サ 0ー.65 0.47 
普段かう勝たねけ礼!まというプレッシャーを感じるい) -0.61 0.38 
他の人と自分の成制を比べてしミう傾向がある計 0ー.59 0.41 
スランフ'の時には溶ち込んでしまu、がちである)0(1 -0.50 0.38 
身体的有能!惑 (α=.i8) 
リラックスして身f.ドを:f¥iJかすことができる 0.53 O. 39 
どうすれば動きをコントロールて'きるのかがわかる 0.47 O. 55 
選手としての自分ド自市を持っている O. .17 0.50 
自分には能力か無いんじゃないかと思うことがある(*) -0.64 O. ・げ
自分の競技能hについて劣等感を感じることがある(*) 0ー.58 0.33 
気持ちばかり焦って{ドが1)かないことがある(*) -0. 57 O. '-13 
!肋きを.意誠寸・ると身体が般くなってしまうことがある(*) -0.51 0.29 
固有航 8. 2'1 3. 9.1 2. .13 1. 62 1. 41 









九i so ~U _.".箆園n.:;、
年齢 20.-16 1. 62 
継続年数 7.83 3.81 
目的の明確化 27.47 5.25 (7 35) 
自己把握 22.41 '1. 14 (6-30) 
自律的達成志向 21.65 2.26 (6 30) 
一回考フフス .C.:" 17.37 5.01 (6-30) 
身俸的有能感 20. 39 5.35 (7・35)
練習意欲 21.22 5. 10 (7 35) 
緊張性不安 18.68 5. 16 (7由 35)
チームへの適応 7.33 1.75 (2-10) 
継続意志 3.85 1. 26 ( 1-5) 
表 6-4 尺度得点聞の相関
目的の明確化 自己把握自律的達成志向 フフス思考身体的有能感
目的の明純化 O. 39柑 0.61叫 0.05 0.33 " 
自己把抱 0.31榊 O. 10 O. 37料
向律的述-成志向 -0.01 0.31帥
プラス思考 O. ，10 . 
身伴的有能感
年齢 O. 13柿 O. 12糾 O. 13糾 O. 1 O. 17紳
継続年数 O. 05 O. 19 *'" 0ー.05 0.06 O. 18 ，* 
純習意欲 0.25特 O. 23制 O. 45押 一O.29料 0ー.07
緊張性不安 -0.06 -0. 12 -0.08 一0.61川 -0.64料
チームへの適応 O. 23 * O. 26 * O. 38料 0.19 0.41料















目標の明確化 0.83 ー0.05 O. b6 
自律的達成志向 0.77 ー0.08 O. 55 
自己把握 O. (10 0.21 O. 27 
身体的有能感 0.21 O. 73 O. 70 
プラス思考 ーO.15 0.57 O. 29 
固有値 2つ5 1. 18 3.43 




身体的有能感 O. 78 O. 25 O. 67 
プラス思考 0.68 -0. 13 0.48 
チームへの適応 0.38 O. 35 O. 26 
緊張性不安 -0.83 0.05 0.68 
自律的達成志向 O. 15 0.77 0.61 
練習意欲 -0.34 0.64 O. 52 
自己把握 O. 10 O. 56 O. 28 
目的の明確化 0.21 O. '18 0.32 
継続意志 -0.14 O. 38 O. 17 
固有値 2.71 2.27 4.98 











項目 n FI F2 F3 ド4 F5 
l危機なし 15 28.80 23.82 22.00 18.96 22.17 
危機あり 255 27.08 22.85 21.00 1 I.79 20.80 
2危機なし 38 27.85 22.41 20.98 
危機あり 261 27.22 23.08 21.15 17.57 20.56 
3危機なし 62 21.20 20.1ら〕 24091
危機あり 237 26.98.) 22.95 21.10 17.35.) 20.14 
4危機なし 115 27.48 23.03 20.71 1874〕2153
危機あり 18-1 27.19 22.97 21.39 17.45.) 20.62 
6危機なし 142 27.63 22.70 21.43 18.03 21.07 
危機あり 157 27.01 23.24 20.84 17.88 20.87 
7危険なし 133 27.69 23.00 21.24 1951〕21吋
危機あり 166 27.00 22.97 21.04 16.72.) 20.35 
8危機なし 80 21.71 1992〕2411〕
危機あり 219 26.59.) 22.86 20.91 17.23.) 19.82 
9危機なし 113 2929〕2360〕22勺 18.27
危機あり 156 25.11) 22.41) 19.90) 17.65 19.83 
1危機なし 138 23.39 18.12 
危機あり 161 25.87 22.63 20.-1-1 17.81 20.ト1
12危機なし 132 2983〕2347〕2266〕18.27 
危機あり 167 25.28.) 22.60) 19.90 17.69 19.75 





項目 1:n.s. :項目 2: F=cl. 18(pく01):項目 3:F=7.52(pく.01):項目 4:F=2.18(pく05): 
項目 6:n.s.:項目 7: F=6.14(Pく01);項目 8:F=7.53(p<.01) :工頁目 9:F=6.83(pく01); 































n F1 F2 F3 
45 28.80 ~3.82 22.00 
78 27.98 23.67 21.89 
98 27.02 22.15 20.86 










































































































































































































































29.83汁、 23.17 22.66ili 18.27 22.4811 
25.88J 1 22.18 20.25什1 16.時 18.74什
25.81..1 22.36 20.36-1 18.11 20.12 . 








各項目の交互作用の結果は以下の通りである.項目 1: n. S. 項目 2: F (12， 1144) = 
3.57(pく.01) ;項目 3:F(12， 1118)=4. 95(p(. 01) :項目 4:n. s. ，項目 6:n. s. 項目 7 : 
F (12. 1132) =2.36 (P(. 01) ;項目 8:F(l2， 1136)=4. 04(p(. 01) :項目 9: F (12， 1ト18)= 
2. 83 (p(. 01) :項目 11:F(12， 1144)=2.34(p<.01):項目 12: F(l2， 1152)=5. 11 (pく.01)
108 




































































































12. (成績の伸び悩み)これまでは私自身も誰かをライバノレ視してしまう傾向があった.けれども一人で行える i 
鋭校なので他人との比鮫，ライバル視にはこだわらないようにすることができるようになった I
























































































































































































































⑧ チーム メ イトとの~42コーチとの112




























































































































































































































































































( underrnining)現象(例えばDeci，1971; Lepper.Greene，& Nisbett，1973)の説明
概念として発達してきた.前者は Deci(1975)の提唱した認知的評価理論




























































































































































付録2-1 本調査項目の明瞭性.内的・外的イメージ， 外的イ メージ優位性得点
外 1') • .ロヲ外的イメーシ
明瞭性 イメーシ イメージ {段位性
高公的自己意識 ・不快情動状況 ~1 so ¥1 so ¥1 so ¥1 so 
教室;ニー人遅刻して入っていく 5.21 . 19 4. -1-1 1. 85 1. 60 1. 81 -0. 16 I 2~ 
恐ろしい状況かう走って逃げている 4.04 1. 86 4.42 1. 88 4.00 1 95 0.42 322 
みんなの前で先生に怒られている -1.59 1.71 4. 18 l. 7; -1.2.1 1 83 0.25 3.00 
駅の暗段でつ lまずいて転びそうになった 5.20 1 31 -1. 02 1. 38 -1. 82 l. 82 0ー.803.26 
面接の試験を受けている 4.92 1 61 4. 18 1. 85 '1. 62 1. i5 -0. +1 3.17 
突然道で智宮に戸tをかけられた .1 04 1 71 .1. 1 O 1. 52 4.23 I i8 -0.07 3.05 
高公的自己意識 ・低M動状況
償断歩道をゆっくり躍っている -1. 90 1. 13 4. 57 ト71 '1. 0" l. 84 O. 53 3. 19 
喫茶庖でコーヒーを飲んでいる 4.81 1.64 4. ，18 1 i8 4. 15 1.92 0.33 3.31 
子供カ¥友人に憤.hた行動を説明している 3.81 1. 8I -1.25 1.5 4.04 1. i6 0.19 2.81 
集団で出伎している 3.8_ 1. 80 4.73 1.84 3. 50 1. 82 1. 23 3. 12 
ジョギングをしている -1. i 1 l. 58 4. 35 1. iO 4. 38 1. 86 -0.03 3.15 
高公的自己意識 ・快的情動状況
i高居径iのくじで 1符をひき当てた 3.63 ! j2 -1.12 1.72 3.99 1.83 0.13 2.95 
おばあさんに席をゆずってお礼を宮われている 4.77 1.46 4. 15 1. 68 -1.58 1. 65 Oー.，13 2.93 
新しい服を者て町を歩いている 4. 26 1. 69 4.98 1. 65 3. 57 1. 83 1. 41 2.93 
運動会の徒税走で一位でゴールする 4.47 1 87 4.69 1. 82 3.81 1. 93 0.88 3 12 
教室のみんなに誉めら礼ている 3.99 ! 62 -1.32 1. i3 4.03 1..2 0.29 2.89 
台上で茨彫状をむらっている 4.79 1ιl 5.21 1.66 3.38 1 83 1. 83 2.89 
低公的自己意識 ・不快情動状況
翌日の試験勉強が全く進まないとき 5. 12 1. 1 i 3.92 1 j 4.88 1. 71 -0.96 3.06 
悪夢を見て自がj[めたとき 4. 22 1. 801 3.89 1.96 4. 23 1. 94 '0.34 3.40 
大事なD;項を無くして部屋の中を際している 5. 17 1.36 4.00 1.80 4.82 1. II 0ー.823.1i 
事故にあった，また.:f'P:故iニ遭いそうになった -1. 87 1. 62 -1.07 1. 81 4. 76 1. 78 -0. 69 3.21 
高秀1を出して寝込んでいる 4. 50 1. 7 4. 35 1. 85 .1. 13 1. 93 0.22 3.42 
低公的自己意掠 ・!長情動状況
胡起きて守を磨いている 5. 18 1. 26 3. 89 1. 94 5. 03 1. 88 1ー.11 3.42 
テレピで三ユースを見て、、る 5. 50 1 33 3. 71 1. 83 5.1'1 1.64 -1. '13 3.02 
夜，パジャマに着答えている 5. 12 1 63 4.16 1.89 4.57 1. 91 Oー.1 3.40 
水道の前で石鹸で手を洗っている 5.63 1.21 3.47 1.79 5.35 I 61 -1. 88 3.01 
将Lこ向かつて日記をSいている 4.40 1. i5 3.84 1. 8-1 4.63 1.81 -0.19 3.20 
低公的自己意識・ 快的情動状況
とても眠かったときにやっと布団γ入った 5. 25 1. 59 3. 58 1.92 5.05 1. 84 1ー..J7 3. .1 
速くから久しぶりに
電話をカ・けてきた友人と話している -1.97 1. o.1 4. 1 1 92 4.3.1 1 96 -0.23 3.44 
躍しv、問題全苦労して角干し、た 5. 05 1. 52 3.88 1 94 4.9目1 1. 86 . 1.06 3.32 
なくしたと思っていたものを部屈で見つけた .1. 79 1. 5.1 3.45 1.80 5.01 1. 73 1ー.56 3. 10 
布団の上に寝ころんで本を読んでいる 5.52 1 37 4.81 1.72 4.3.' 1. 95 0..J7 3.21 



















































¥1 50 ¥1 50 
運 2.27 1.3:! 2. 19 1. 34 
努力 .1. 43 0.94 4.52 0.87 
通知安で悪い成紙 能ノJ 2.40 1.31 :2. 25 1. 36 
体調 2. 00 1. 13 2. 02 1. 2.1 
縫易1支 2.97 1. 38 2.71 1. 32 
運 1. 86 1. 19 1.7.1 1.1 
与手力 3.89 1. 3 4.02 1.39 
通知't{で良い成績 能j， 2.47 1 25 2.10 1.32 
体調 1.78 1 08 1. 66 1. 02 
聖堂易度 3.23 1 32 2. 7.1 1.33 
連 1. 98 1.25 1. 83 1. 20 
努力 3.92 1.31 3.87 1. ~5 
テストで悪い点 能力 2.42 1. 30 2.09 1. 19 
体調 1. 88 1 10 1. 81 1. 04 
難易度 3.24 1.34 2. 72 1. 25 
運 2. 12 I 31 2. 18 1.36 
努力 4. 50 0.95 4. 57 0.83 
テストで良い点 能力 2. 37 1 3 2.08 1 25 
俸調 2. 12 1 21 2. 09 1. 29 






















1. 1 S 
付録 3幽 2期待尺度項目
Eな
結jA期待 ¥1 so 
しっかり勉強したらよい点を取ることができます '1. 19 0.95 
その気;'なれば良い成績を取ることができ宅ナ 3.91 1.10 
.....""ウ、 r) じゅぎょうを聞け Lf. よいfl~ífii を取る ζ とができ .tナ .l 12 0.97 
がんば札I::!テストでよ~<i'.句会取る二とができます 4.26 0.92 
こんさ強く勉強すればよい成総合取るニとができま十 '1.04 1. 03 













得意ですか 3. 14 1. 3 
好きですか 3. 08 1. 38 
面白いでずか 3. 13 1. 21 






















3. 15 1. 1 i
2. 14 1.12 
2. 20 1. 19 
3. 26 1. 16 
3. 30 1. 30 
l. 68 0.98 
3 17 1 20 




3.71 1. 23 
3. i7 1. 26 
3. 63 1. 04 
明 so 
1. 75 1. 09 
2. 60 1.ト1
1. 65 1. 04 
2. 17 1. 32 
2.33 1. 36
1. 86 1.10 
2. 48 1 46 
1. 87 1.17 
2.37 1. 26 
3. 23 l. 2 
1. 94 1 24
十05 1. 24 
3. 66 1. 3 
4. 05 1. 10 
3.84 1. 20 
2.47 1. .U 








先生i立自分のために勉強するよう L言人 3.80 1. 25 




.1. 28 0.97 
.1. 03 1. 10 





1. 96 1. 05 
1. 80 1 01
3.55 1 07
:3. IS 1. 3 
l. 59 0.89 
3.50 1.15 









3. .II !.12 
3.35 1 13 
3. .17 1. I 
f.t~‘ 
人1 与u
3. 30 l. 08 
3.28 0.94 
3.27 0.96 
3. '27 0.94 
付録 4-1スポーツにおける目標志向尺度項目
成干.l13t事 ¥1 50 
他の人よりも優れた能力を持てた時だ 3. 79 0.92 
{也つ人ができないことができた時だ 3.53 1 Oi 
他の人ょっ雨い順位を取った時だ 3.64 l. 03 
-{S:になった時だ 4.12 1.01 
ライバル，上りもうまくできた時だ 3. 73 1. 03 
他の人を負かした時た 3.58 1.10 
他の人よりも良い成績を上げた時だ 3. 73 l. 00 
習軌目標
困難を克服した時だ 3. 99 0.94 
技能や能力が向上した時だ 4.35 0.71 
一生懸命練習が続けられた時だ 3. 70 1. 01 
自分の弱点を克服した時だ -1.1 I 0.81 
新しい技能のζつをつかんだ時だ 3.95 o 89 
前よりも高.、ν〈ルの能力を持てた時だ 4.4.1 C 69 
今までできなかったことができるようになった時だ 4.23 o 8・1
??????











































































































自主性がある 8主性かない :3. 43 1 06 
情悔性がある 積極性がない 3. 10 1.00 
意欲がある 意欲が←!い 3.6-1 0.S9 
むうがある むらがなも、(*) 3. 56 1. 08 
恨気強い 恨気がない 3. 27 O. 9 
産志が強い一意志が弱い 3. 20 1 01
/レース'であるールース.でない(*) 3.00 :09 
辛抱強いー辛抱ができない 3.21 1 0 
いい加減だ・いい加減でない(*) 2. 95 0.97 
ファイトがあるーファイトがない 3.38 0.95 
勤勉であるー蜘勉でない 3. 30 0.96 
独創的だー独創的でない 2. 79 1. 01 
宮ト岡的だ-a十回的でない 2.82 1. 12 
やろ気がある やる気がない 3.82 0.89 
事 逆伝項目








































































2.93 1 20 
2.54 1 :1
3. 12 1 23 
3. 34 1 20 
2.-13 1.12 
2. 56 1. 12 
2.19 I 09 
3. 1 1.19 
0.98 
1. 13 







どう十九ば動きをコントロールできるのた、がわかる 3.09 1. 10 
リラックスして身体を動かすことができる J.45 1. 04 
スランプの昨には落ち込んでしまいがちである 3. 32 1. 26 
動きを意織すると身体が綬くなってし己主うニとがある 3.26 l. 20 
羽子の波があっても気持ちをコントローんできる 2.92 !. 10 
現在の自分の晶子や体調を感じとることができる 4.08 0 86 
集中して悼習に取り組むことができる J. 73 0.98 
気持ちばかり焦って体が動かないことがある 3.31 1 23
自律性
自分なりのポリシーを持って競技を行っている 3.94 1. 02 
l司習させうれていると感じることがある 2. 73 1 35 
競技を続けているのはあくまで8分の意志である '1. 46 0.80 
8分のやるべき練習が自分で分かっている 3. 79 1. 02 
維に言われなくても自発的に練習に取り組んでいる 3. .19 1. 09 
向となく時技を続，tていると感じることがある 2.81 1.29 
普段から勝たなければというプレ γシャーを感じる 2. 68 1. 2 
習熟民伊
駄合が待ちどうしく感じる 3. 25 l. 21 
自分ポスポーツをしているのは単純に好きだかうだ .1. 05 l. 00 
他の人と自分の成紘を比べてしまう傾向がある 3. 59 1. 16 
競技を続ゆることで充実感を感じる 3.93 0.97 
日々の埼習に喜びを感じる 3.05 1. 08 
人の評価はほとんど気にならない 2. 64 !. 2 
駄合の結果に対して楽観的に考える方だ 3. 16 1 21
自己受容
駄合に負けたときにはついくよくよしてしまう 2.81 1. 26 
選ヂとしての自分Jコ長所や短所を理解している 3.89 0.9; 
自分の穏))を正確に把握できていると思う 3.39 0.98 
自分の競技能力について劣等感を，古じることがある 3.1- 1. 17 
選:手としての自分に自信を持っている 3. 08 l. 13 
今の自分にどの程度の実力があるのヵ、がわかる 3. 77 0.95 
コーチや友人の意見ι耳を傾けることができる 4.21 0.88 
選手としての自分自身を客観的に見ることができる :1. .17 0.99 
自分の可能性を信じて競技を行っている 3. 97 1. 00 
自分には能力が無いんじゃなし、かと思うことがある 3. 2-1 1. 23 
自的の明確化
何のために特技を続けてv、るのかわかうない 2.01 1. 06 
述成したいと思っている具体的な目標金持っている 4.08 1. 07 
スポーツを寸ーる自的が明践に定£っている 3、71 1. 1 
自分がなぜスポーツをしてけるのかその理由が分かっている 3.98 1 0; 
スポーツa-続けていること，ま自分にとって必要なことである .1. 33 O. 89 

































3.30 1 lI 
2.94 1 16
~. 80 1 :4
2，70 1，0・l
3. 18 ! 1 
3.00 1 3; 
3，27 1.19 
2. 88 1. 12 
3. 15 1. 1・1
2.89 1.09 
2.43 L 0・1
3. 07 1. 1 i
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第4章と第6章では未発表の研究論文 2篇を加えた.その他、本論文の問題
意識として第 1章を，研究結果の総括と今後の課題として第7章を新たに告:き
加えた.
また，本論文で直接用いていないが，引用している自分自身の関連研究に関
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